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◆景気全体の動き

景気動向指数（2019年8月～2023年7月［速報値］）

【データ出所】大阪産業経済リサーチセンター「景気動向指数」、内閣府「景気動向指数」

注）2015 年＝100。 2

※ＣＩ（コンポジットインデックス）

景気動向を反映すると考えられる複数の統計指標の変化量を合成したもの

上昇時：景気の拡張局面
低下時： 〃 後退局面

◆急上昇＝回復
可能性高い

◆急降下＝失速テンポが急



・企業【業況判断】(DI)：４四半期ぶりの悪化

・【出荷・売上高】(DI)：４四半期ぶりの悪化（大企業で２ケタの落ち込み）

・【営業利益水準】(DI)：６四半期ぶりの悪化

・【設備投資】(DI)：３四半期ぶりの改善

・来期【業況判断】(DI)：改善の見通し

景気は、やや一服感がみられるものの、持ち直している
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「景気観測調査(2023年７～９月期)」

○調査時期：2023年８月下旬～９月中旬

○回答企業数：1,864社

(大企業5.7%、中小企業94.3% ／ 製造業28.5%、非製造業71.5%)

(１) 企業の景況感



業況判断ＤＩ(前期比・業種別、季節調整済)

(１) 企業の景況感・景気観測調査

【データ出所】「大阪府景気観測調査（大阪産業経済リサーチセンター）」。
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・半導体等電子部品、鉱物性燃料などが減少

・米国、ＥＵは増加、中国、ASEANなどは減少

●外需は、５か月連続の減少
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・投資：投資意欲は堅調、住宅建設も４か月ぶりの増加

・消費：百貨店・スーパー販売は増加、家電販売も増加、

新車販売も増加

●内需は、おしなべて好調

(２) 需要サイド：輸出・投資・消費
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【データ出所】大阪税関「近畿圏貿易概況」、日本銀行「東京インターバンク相場（月中平均）」。

(２) 需要サイド：輸出の動き
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（「増加」－「減少」企業割合）ＤＩ

非製造業

合 計
製造業

(月期)

(年)

設備投資ＤＩ（業種別）

【データ出所】「大阪府景気観測調査（大阪産業経済リサーチセンター）」。

投資は堅調

(２) 需要サイド：設備投資の動き・景気観測調査
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【データ出所】経済産業省『商業動態統計』。

(２) 需要サイド：消費の動き

【大阪府は２か月連続のプラス】

※記録的な猛暑でエアコン販売が好調

◆全国の動き

増加品目 減少品目

エアコン、洗濯機、 テレビ、パソコン 等
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【データ出所】近畿経済産業局『大型小売店販売状況（近畿地域）』。

【大阪府8月・業態別前年同月比】

•百貨店：8か月連続の2ケタ増

百貨店 スーパー

22.3 6.1
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10【データ出所】（社）日本自動車販売協会連合会、（社）全国軽自動車協会連合会。

新車販売台数（2020年9月～2023年8月速報値）

(２) 需要サイド：消費の動き



・生産指数：前月比(↘)、前年同月比(原指数：２か月ぶりの↘)

・原材料価格(DI)：４四半期ぶりの横ばい

・製／商品単価(DI)：２四半期連続の横ばい

・営業利益(DI)：利益水準は６四半期ぶりの悪化

●生産は動きが弱く、原材料は高止まりか
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・雇用(DI)：不足感が続くも、来期は３四半期ぶりの悪化

・有効求人倍率：前月比(↘)、近畿の失業率：前年同月差が悪化

●雇用は不足感が強いが、失業率は悪化

(３) 供給サイド：生産・企業経営
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鉱工業生産指数（2020年10月～2023年9月）

【データ出所】経済産業省『鉱工業指数』、近畿経済産業局『鉱工業生産動向』、大阪府統計課
『大阪の工業動向』。大阪府、近畿は2015年＝100。全国は2020年＝100。

(３) 供給サイド：生産の動き

前月比の寄与度・上位５品目〔生産指数，8月速報〕
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原材料価格ＤＩ（規模別、前期比）

【データ出所】「大阪府景気観測調査（大阪産業経済リサーチセンター）」。

高止まり状態が続く

(３) 供給サイド：企業経営の状況・景気観測調査
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営業利益判断ＤＩ（規模別、前期比、季節調整値）

【データ出所】「大阪府景気観測調査（大阪産業経済リサーチセンター）」。

２四半期連続のプラス水準

(３) 供給サイド：企業経営の状況・景気観測調査
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雇用不足感ＤＩ（業種別）

【データ出所】「大阪府景気観測調査（大阪産業経済リサーチセンター）」。

ＤＩはほぼ横ばい

(３) 供給サイド：企業経営の状況・景気観測調査



1.29

3.1

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

2020 2021 2022 2023

(季節調整値、倍) (原数値、％)

(月)

(年)

有効求人倍率・完全失業率の推移

近畿・完全失業率

（右目盛）

全国・有効求人倍率

（左目盛）

大阪府・有効求人倍率

（左目盛）

(３) 供給サイド：企業経営の状況

有効求人倍率・完全失業率（2020年10月～2023年9月）

【データ出所】厚生労働省「一般職業紹介状況」、総務省「労働力調査」。 16



ポストコロナ社会の

余暇と働き方
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家庭（1st place）でも職場（2nd place）でもない第三の居場所定義

サードプレイス(third place：ＴＰ)とは？

地域の重要な場所

憩い／社交・交流／くつろぎ サードプレイスの課題

 R.オルデンバーグが提唱(1989年)

 一個人としてくつろげるＴＰのあり方が、

「都市の魅力」を左右

８つの特徴と具体例

 中立の領域にある、人を平等にする、会話

が主な活動、遊び心のある雰囲気、など

 英国のパブ、フランスのカフェ、居酒屋、

スポーツジム、書店など

非場所(ノンプレイス)の扱い
 チェーンの飲食店、ＳＣ、コンビニ

＝ 地域性・独自性のない、モノを消費

するだけの場所

 ＴＰか否かは顧客の使い方次第

バーチャル空間の評価

 インターネット空間にＴＰ？

現状とのズレ？



 ◆孤独なテーマ型
   ・寄付行為（ふるさと納税 等）

 　　　  ・クラウドファンディング

 　　　  ・ソロキャン　など

  ◆目的交流（テーマ）型
    ・共通の価値観を持つ人の

　　　集合体（ﾈｸｽﾄｺﾓﾝｽﾞﾗﾎﾞ等）
 

  ◆コンテンツツーリズム
    ・聖地巡礼（アニメ、映画 等）

 ◆マイプレイス型
   ・商業的な場や空間
     （カフェ 等の飲食店）
 

   ・公共の施設や空間など
     （図書館、公園、病院 等）

   ◆社交交流型
     （伝統的サードプレイス）

     （居酒屋、スナック、銭湯 等）

・ （自己/他者）承認欲求
の１つ

・ 孤独が基本、たまに交流

・ 個人の憩い、癒し
・ 会話、常連の要素少ない

・ 地理的条件関係なし
・ 会話や交流を重視

【Ⅰ】【Ⅱ】

【Ⅲ】 【Ⅳ】

・ ローカル性や地元へ
の愛着強い

・ 人との交流を好む

地元性

集団志向
（交流重視）

個人志向
（プライベート

重視）

テーマ性
（バーチャル）

(個人)           交流の志向性 (集団)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
性
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「地元志向」のサードプレイス下半分

・地元に根ざし多様な人と対等に交流
できる場

・交流による居心地の良さを求め、ロ

ーカル性や地元への愛着強い

社交交流型【第Ⅳ象限】

・プライベート重視、一人の心地よさ
を追求(学生、ノマドワーカー)

・カフェ、図書館、公園 など

マイプレイス型【第Ⅲ象限】

２軸によるサードプレイスの類型

【類型図】
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 ◆孤独なテーマ型
   ・寄付行為（ふるさと納税 等）

 　　　  ・クラウドファンディング

 　　　  ・ソロキャン　など

  ◆目的交流（テーマ）型
    ・共通の価値観を持つ人の

　　　集合体（ﾈｸｽﾄｺﾓﾝｽﾞﾗﾎﾞ等）
 

  ◆コンテンツツーリズム
    ・聖地巡礼（アニメ、映画 等）

 ◆マイプレイス型
   ・商業的な場や空間
     （カフェ 等の飲食店）
 

   ・公共の施設や空間など
     （図書館、公園、病院 等）

   ◆社交交流型
     （伝統的サードプレイス）

     （居酒屋、スナック、銭湯 等）

・ （自己/他者）承認欲求
の１つ

・ 孤独が基本、たまに交流

・ 個人の憩い、癒し
・ 会話、常連の要素少ない

・ 地理的条件関係なし
・ 会話や交流を重視

【Ⅰ】【Ⅱ】

【Ⅲ】 【Ⅳ】

・ ローカル性や地元へ
の愛着強い

・ 人との交流を好む

地元性

集団志向
（交流重視）

個人志向
（プライベート

重視）

テーマ性
（バーチャル）

(個人)           交流の志向性 (集団)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
性

「テーマ志向」のサードプレイス上半分

・会話や交流を重視し、共通の価値観
や目的を優先する社交場

・コンテンツツーリズム：テーマ／地

域コミュニティを融合

目的交流型【第Ⅰ象限】

・孤独が基本、たまに交流

・ソロキャン、クラウドファンディン

グなど

孤独なテーマ型【第Ⅱ象限】

２軸によるサードプレイスの類型
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・感染防止対策による出社制限など

・ひとりの時間／空間確保の困難

職 場

・業務に集中する環境確保の困難

・仕事と余暇の曖昧さ

家 庭

 ひとりの時間／空間を確保できる

 やりたいこと、やるべきことに集中できる

自宅よりも集中的・効率的に働ける場所

 異分野など多様な人と交流ができる

サードプレイスオフィス（ＴＰＯ）

仕事場としてサードプレイスにどう組み込む？

コロナ禍

働き方改革

コロナ禍によるサードプレイスの変質



 先の４種類：ＴＰＣ上半分に集約

 下半分でサードプレイスオフィス
を説明

非娯楽型サードプレイス
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 オルデンバーグ：娯楽・余暇を前提に議論

 娯楽との境目が曖昧な仕事形態の台頭

新たな評価軸の必要性

サードプレイスキューブ(ＴＰＣ)

娯楽性の有無で
曖昧な領域を包含

【サードプレイスキューブ】

a 個人志向
（プライベート）

b 集団志向
（集団での交流）

c 地元性
（地 縁）

d テーマ性
（バーチャル）

e 娯 楽
（余暇活動等）

f 非娯楽
（仕事・学業等）

孤独な

テーマ型

マイ

プレイス型

伝統的サード

プレイス

目的交流

(テーマ)型

(高)

娯楽性

(低)

(低) 交流の志向性 (高)
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 シェアオフィス
・フリーアドレスで空間・設備を共有

・個室とオープンスペースを備える

 サテライトオフィス
・営業の移動時間・通勤時間短縮

・個室とオープンスペースを備える

 コワーキングスペース
・カフェ、バー、シェアキッチンが併設

・利用目的が明確(起業、出張等)

 ワーケーション
・職場/家以外で仕事、かつ自分時間を過ごす

・都市と地方で交流、困りごと解決の例も

➡関係人口増加、地域活性化の新たな芽？

サードイプレイスオフィス

サードプレイスオフィスの類型

【サードプレイスオフィスの類型】

◆コワーキングスペース
【ｂ×ｃ×ｆ】【ｂ×ｄ×ｆ】

・交流を重視

◆ワーケーション
【ｂ×ｄ×ｆ】【ｂ×ｄ×ｅ】

・休暇型＋業務型
・ふるさとワーケーション
（訪問先のお手伝い）

◆シェアオフィス
◆サテライトオフィス
【ａ×ｃ×ｆ】【ｂ×ｃ×ｆ】

・オフィス機能を重視

a 個人志向 b 集団志向

c 地元性

d テーマ性

e 娯 楽

f 非娯楽

伝統的
サード

(高)

娯楽性

(低)
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サードプレイスの類型で分かったこと

個人志向、テーマ(バーチャル)性、非娯楽(仕事場)

の台頭が著しい

アニメ聖地巡礼は伝統的ＴＰと共通点

平等性、遊び心が地域の魅力に

ワーケーションがソーシャルキャピタル醸成

ネットワーク、信頼、互酬性

新しい領域と伝統的ＴＰの関係３

地域のWell-being

地域活性化の推進

サードプレイス

の議論と実践

の積み重ね

サードプレイスの概念が多方面へ拡張２

伝統的なサードプレイスは健在１
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ご清聴ありがとう

ございました


